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ま
ず
著
者
の
松
尾
文
夫
氏
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
一
九
三
三
年
東

京
生
ま
れ
、
中
国
育
ち
。
東
京
、
福
井
で
米
軍
の
空
襲
に
あ
っ
て
い
る
。

奇
し
き
米
中
と
の
出
会
い
が
本
書
執
筆
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
学
習
院
大
学
卒
業
、
一
九
五
六
年
、
共
同
通
信
社
入
社
。
六
四
年

以
降
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
、
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
、
の
ち
バ
ン
コ

ク
支
局
長
、
八
一
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
。
主
に
ア
メ
リ
カ
で
取
材
。

共
同
通
信
マ
ー
ケ
ッ
ツ
社
長
な
ど
を
歴
任
。
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
を
再
開
。
二
〇
一
七
年
五
月
に
は

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
事
実
の
裏
づ
け
を
軽
や
か
な

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
稼
ぎ
、
専
門
研
究
に
立
脚
す
る
松
尾
は
、
こ
れ
ま
で

い
く
つ
も
の
世
界
史
的
出
来
事
の
実
現
を
予
言
し
て
い
る
。た
と
え
ば
、

一
九
七
二
年
に
は
、
日
本
の
頭
越
し
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
よ
る
米
中
の

電
撃
的
な
和
解
を
的
中
さ
せ
、
戦
争
当
事
国
の
首
脳
同
士
の
戦
争
犠
牲

知
ら
れ
ざ
る
米
中
関
係
の
解
明
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者
に
対
す
る
慰
霊
鎮
魂
を
提
唱
し
た
『
オ
バ
マ
大
統
領
が
ヒ
ロ
シ
マ
に

献
花
す
る
日
』（
二
〇
〇
九
年
）
出
版
七
年
後
の
二
〇
一
六
年
に
な
っ
て
、

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
献
花
、
安
倍
首
相
の
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
献
花

に
よ
っ
て
本
当
に
実
現
し
た
こ
と
が
そ
の
雄
弁
な
実
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
あ
る
特
定
の
時
代
の
雰
囲
気
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
公

式
見
解
を
表
層
的
に
信
じ
る
姿
勢
と
は
対
蹠
的
な
、
実
証
的
分
析
な
く

し
て
は
語
ら
な
い
と
い
う
哲
学
・
方
法
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
松
尾
の
提
言
に
対
し
て
虚
心
に
耳
を
傾
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

表
面
的
に
は
対
立
し
合
っ
て
い
る
か
に
見
え
た
中
国
共
産
党
に
対
し

て
、
中
国
人
の
「
再
起
」
と
し
て
認
め
た
一
九
四
九
年
刊
の
ア
メ
リ
カ

国
務
省
の
『
中
国
白
書
』
を
精
読
す
る
よ
う
進
め
ら
れ
た
松
尾
は
通
読

し
た
結
果
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
す
さ
ま
じ
い
現
実
主
義
を
痛
感
し
て
、

松
尾
文
夫
著

ア
メ
リ
カ
と
中
国
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米
中
間
の
接
触
を
一
か
ら
精
査
し
よ
う
と
決
意
し
た
こ
と
が
本
書
執
筆

の
遠
因
で
あ
る
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
―
―
日
本
国
政
府
は
本
白
書
を
松
尾

ほ
ど
真
摯
に
検
討
し
て
中
国
政
策
を
と
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

識
者
の
間
で
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
知
ら
れ
て
い
て
も
、
決
し
て
明
確
な
輪

郭
線
を
描
か
ず
、
点
と
点
と
の
関
係
し
か
見
え
な
か
っ
た
米
中
関
係
を
、

松
尾
は
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。
そ
こ
に

は
ほ
と
ん
ど
未
知
で
あ
り
な
が
ら
興
味
深
い
逸
話
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
前
史
と
し
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

建
国
の
父
た
ち
と
中
国
な
ら
び
に
そ
の
哲
学
情
報
の
取
得
に
関
す
る
経

緯
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
独
立
の
理
念
の
背
景
に
は
、
当
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
人
間
に
平
等
な
理
性
の
尊
重
と
、
そ
の
能
力
に
も
と
づ
く
理

想
社
会
の
構
築
を
目
指
す
啓
蒙
主
義
思
想
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
う
し

た
理
性
重
視
に
基
づ
く
啓
蒙
の
理
念
構
築
の
過
程
に
、「
神
」
な
き
人

間
の
理
性
的
本
性
（「
性
」）
に
よ
る
理
想
社
会
の
実
現
を
説
く
儒
教
思

想
の
流
入
が
後
押
し
し
て
い
た
―
―
本
件
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
見
て

も
非
常
に
古
き
に
遡
る
第
二
次
大
戦
以
前
か
ら
の
日
本
に
お
け
る
研
究

の
蓄
積
が
存
在
し
て
い
る
が
、
悲
し
い
こ
と
に
現
状
で
は
知
る
者
は
ご

く
少
数
で
あ
る
。
中
国
の
政
治
・
経
済
・
宗
教
・
文
化
・
地
理
・
天
文
・

哲
学
思
想
等
に
関
す
る
万
般
の
情
報
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
流
入
に
は
東

方
布
教
を
志
す
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
関
係
し
て
い

た
（
第
二
章
）。
彼
ら
は
布
教
対
象
国
の
情
報
を
得
る
こ
と
で
宣
教
の
便

を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
―
―
そ
こ
に
は
宋
明
理

学
に
よ
っ
て
人
間
性
重
視
と
世
界
の
合
理
性
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た

儒
教
理
念
も
含
ま
れ
る
―
―
は
、
他
方
で
中
国
に
対
す
る
関
心
と
ア
プ

ロ
ー
チ
を
誘
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
建
国
の
父
の
一
人
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は

ル
イ
一
四
世
が
出
版
を
助
成
し
た
『
中
国
の
哲
学
者
孔
子
』（
一
六
八
七

年
）
掲
載
の
朱
熹
編
・
張
居
正
注
「
四
書
」
ラ
テ
ン
語
訳
中
の
『
大
学
』

の
英
訳
文
を
一
七
三
七
年
の
『
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
紙
に

掲
載
し
た
。
さ
ら
に
「
中
国
狂
」
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
と
交
流
し
、
ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
デ
ュ
・
ア
ル
ド
『
中
華
帝

国
全
誌
』
―
―
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ヘ
ー
ゲ
ル
も
読
ん
で
い
る
―
―
か

ら
の
中
国
情
報
を
得
て
産
業
物
産
に
つ
い
て
の
発
言
等
を
雑
誌
で
公
に

し
て
い
た
。
同
じ
く
第
三
代
大
統
領
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
と
と
も
に
重
農
主
義
者
ケ
ネ
ー
を
通
じ
て
パ
リ
で
儒
教
思
想
に
接

し
、
科
挙
試
験
に
も
似
た
教
育
制
度
を
構
想
し
た
り
、
ま
た
元
代
の
雑

劇
『
趙
氏
孤
児
』
等
に
も
目
を
通
し
て
い
た
（
こ
う
し
た
異
文
化
に
対
す

る
一
定
の
敬
意
を
も
っ
た
考
察
を
ふ
り
か
え
る
と
き
、
最
近
の
表
層
的
な
儒
教

批
判
書
が
い
か
に
底
が
浅
い
も
の
か
分
か
る
。
こ
の
手
の
感
想
文
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
る
よ
う
な
人
文
軽
視
に
よ
る
地
に
ま
で
堕
ち
た
日
本
の
歴
史
音
痴
の

て
い
た
ら
く
に
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
）。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
と
も
に
、
―
―
フ
ラ
ン
ス
と
連
携
し
つ
つ
―
―
ア

メ
リ
カ
を
英
国
か
ら
の
独
立
戦
争
で
勝
利
に
導
い
た
実
業
家
・
財
務
長
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官
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ス
は
、
近
代
資
本
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
確

立
す
る
方
途
を
模
索
す
る
（
第
一
章
）。
彼
は
一
七
七
六
年
の
ア
メ
リ
カ

独
立
宣
言
・
建
国
か
ら
間
も
な
い
一
七
八
四
年
、
商
船
「
エ
ン
プ
レ
ス
・

オ
ブ
・
チ
ャ
イ
ナ
」
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
広
東
に
送
り
出
す
（
第
三

章
）。
米
中
関
係
は
ペ
リ
ー
の
日
本
来
航
よ
り
六
九
年
も
以
前
に
開
始

し
て
い
た
の
だ
。
主
な
商
品
は
意
外
に
も
、
ア
メ
リ
カ
に
も
自
生
す
る

朝
鮮
人
参
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
情
報
か
ら
中
国

に
お
い
て
朝
鮮
人
参
が
高
価
で
あ
る
こ
と
を
リ
サ
ー
チ
し
た
結
果
で
あ

る
。
収
益
は
投
資
額
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
り
、
中
国
の
貿
易
へ

の
期
待
は
上
昇
し
続
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
実
利
面
で
中
国
と
の
関
係
に
期
待
を
持
っ

た
が
、
他
方
一
九
世
紀
こ
の
か
た
、
中
国
に
対
し
て
「
二
つ
の
顔
」
を

の
ぞ
か
せ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ヘ
ン
貿
易
を
批
判

す
る
理
想
主
義
的
側
面
と
、
一
八
五
八
年
の
天
津
条
約
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
、列
強
が
獲
得
し
た
特
権
・
利
益
を
ち
ゃ
っ
か
り
享
受
す
る
と
い
っ

た
実
利
主
義
の
側
面
と
で
あ
る
。
清
の
林
則
徐
は
一
八
三
九
年
に
、
広

東
の
虎
門
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
船
の
密
輸
ア
ヘ
ン
二
万
箱
を
焼
却
す
る

（
第
四
章
）。
ア
ヘ
ン
の
廃
棄
を
支
持
し
た
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
宣
教
師
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
、
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
て
い
た
。
清
王
朝

が
こ
う
し
た
姿
勢
を
好
意
的
に
見
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
政
府
か

ら
の
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
ア
メ
リ

カ
の
地
理
、
歴
史
、
政
治
な
ど
に
関
す
る
諸
情
報
を
、
漢
文
で
著
し
た
。

こ
れ
は
の
ち
に
当
時
の
世
界
の
情
勢
を
網
羅
し
た
『
海
国
図
志
』
に
編

入
さ
れ
た
。『
海
国
図
志
』
は
一
八
四
七
年
に
中
国
で
出
版
さ
れ
る
や
、

幕
末
の
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
横
井
小
楠
、
松
平
春
嶽
、
吉
田
松
陰
、

高
杉
晋
作
等
、
新
生
日
本
構
築
の
原
動
力
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
理
想
主
義
的
な
一
面
は
一
九
〇
〇
年
の「
義
和
団
の
乱
」

平
定
後
、
賠
償
金
二
七
九
二
万
ド
ル
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
中
国
人

の
費
用
に
充
当
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
第
七
章
）。
こ
の
時
、
留
学

生
の
た
め
の
英
語
の
予
備
校
が
習
近
平
や
胡
錦
濤
を
輩
出
し
た
名
門
、

清
華
大
学
の
起
源
と
な
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
は
、
宣
教
師
の
布
教
を

支
援
し
た
。
そ
の
中
に
は
中
国
の
最
高
学
府
、
北
京
大
学
の
前
身
の
燕

京
大
学
も
あ
っ
た
。さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
は
大
量
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

中
国
人
に
対
す
る
友
好
的
な
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は

ア
メ
リ
カ
の
「
道
徳
外
交
」
の
勝
利
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
評
者
に
と
っ
て
も
驚
き
で
あ
っ
た
の
は
、
湖
南
省
に
い
た
頃
の

若
き
毛
沢
東
が
ア
メ
リ
カ
の
設
立
し
た
教
育
機
関
（
ア
メ
リ
カ
の
エ
ー
ル

大
学
の
「
中
国
エ
ー
ル
協
会
」）
に
つ
い
て
認
識
し
ア
メ
リ
カ
に
深
く
傾

倒
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
実
を
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り

さ
せ
た
の
は
本
格
的
な
か
た
ち
と
し
て
は
日
本
で
は
本
書
が
初
め
て
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
松
尾
は
、
毛
沢
東
と
ア
メ
リ
カ
と
の
「
赤
い

糸
」
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
（
第
七
章
・
第
八
章
）。
毛
沢
東
は
、
ア
メ
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リ
カ
に
留
学
し
た
胡
適
を
通
じ
て
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
知
り
、
こ
れ
に
共
鳴
し
て
い
た
。
の
ち
に
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
を
延
安
で
歓
待
し
彼
を
通
じ
て
中
国

共
産
党
の
正
統
性
を
海
外
に
向
け
て
発
信
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
松
尾

は
、
毛
沢
東
思
想
に
な
が
れ
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
に
つ
い
て

考
察
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
彼
は
豊
か
な
先
行
研
究
の
読
破
と
現
地

調
査
か
ら
、
毛
沢
東
の
「
実
事
求
是
」
の
根
底
に
は
故
郷
湖
南
の
社
会

統
治
に
「
実
学
」
を
用
い
る
独
特
の
文
化
、
思
想
が
あ
り
、
こ
れ
に
ア

メ
リ
カ
の
合
理
思
想
、
実
用
主
義
が
流
入
・
融
合
し
た
可
能
性
が
あ
っ

た
と
説
く
。
こ
う
し
た
史
実
か
ら
米
中
関
係
は
対
立
し
て
い
る
よ
う
で

も
、
相
互
理
解
・
妥
協
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
の
見
込
み
を
松
尾

は
示
す
。
現
代
中
国
成
立
の
初
期
の
段
階
に
ア
メ
リ
カ
受
容
の
態
勢
が

存
在
し
て
い
た
の
だ
。

　

他
方
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
も
現

れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
期
に
は
蔣
介
石
政
権
に
対
す
る
支
援
・
協
力

関
係
を
保
つ
か
と
思
わ
せ
て
、
民
衆
の
支
持
の
な
さ
や
、
指
揮
系
統
の

貧
弱
さ
を
察
知
す
る
や
あ
っ
さ
り
見
切
り
を
つ
け
（
第
九
章
・
第
一
〇

章
）、
ま
た
冷
戦
時
代
に
は
徹
底
し
た
反
共
政
策
を
掲
げ
て
対
立
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
国
交
正
常
化
の
た
め
に
訪
中

す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
に
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
な
ど
し
た
事
実
で
あ
る

―
―
日
本
の
頭
越
し
に
。
米
中
は
水
面
下
で
し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
米
中
間
に
は
し
た
た
か
な 

「
共
生
」
の
原
理
が
働
い
て

お
り
、
日
米
関
係
よ
り
遥
か
に
長
く
深
い
裏
づ
け
が
あ
っ
た
。
事
実
と

し
て
米
中
は
朝
鮮
戦
争
の
三
年
間
を
除
き
、
二
三
〇
年
以
上
も
の
間
、

交
戦
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

日
本
人
は
海
を
隔
て
た
両
隣
人
に
つ
い
て
、
熟
知
し
て
い
る
と
信
じ

て
き
た
だ
ろ
う
し
今
も
信
じ
て
い
よ
う
。
し
か
し
そ
の
思
い
込
み
を
打

ち
破
る
の
が
こ
の
『
ア
メ
リ
カ
と
中
国
』
で
あ
る
。
松
尾
の
こ
の
成
果

は
い
う
ま
で
も
な
く
長
年
に
わ
た
る
足
で
稼
い
だ
実
地
の
リ
サ
ー
チ
に

深
く
根
ざ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
基
礎
研
究

の
蓄
積
に
し
っ
か
り
立
脚
し
て
い
る
。
そ
の
事
実
す
ら
知
ら
な
い
の
は

日
本
人
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
の
人
文
学
軽
視
は
、
情

報
を
読
み
誤
っ
た
過
去
の
失
敗
同
様
日
本
に
惨
め
な
結
果
を
も
た
ら

し
、
ひ
い
て
は
「
国
益
」
を
損
う
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
も
本
書
は
広
範
な
視
界
と
地
道
な
資
料
の
読
解
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
さ
せ
る
実
証
研
究
で
あ
る
と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

　

な
お
本
書
は
、
韓
国
や
中
国
本
国
で
も
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
も

な
く
韓
国
語
で
の
翻
訳
出
版
が
な
さ
れ
る
と
言
う
。
ま
た
高
い
蓋
然
性

で
中
国
語
の
翻
訳
出
版
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
付
言
し
た
い
。

  

（
い
が
わ
・
よ
し
つ
ぐ　

筑
波
大
学
）


